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 ３月１４日に開業した新幹線飯山駅　　飯山市行造林地の間伐材が使われています。（５ページに関連記事）

SBCラジオでＪフォレストＣＭを放送します。
SBCラジオで特別番組を計画しています。
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組
合
員
と
退
任
役
員
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た

第14回通常総代会を開催しました。
今回は中野市アップルシティなかので総代 98 名が出席し開催

平
成
27
年
４
月
25
日（
土
）に
中
野
市
の
ア
ッ
プ
ル
シ
テ
ィ

な
か
の
に
お
い
て
第
14
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
代
総
数

200
名
の
う
ち
本
人
出
席
98
人
、書
面
出
席
66

人
、合
計

164
人
の
出
席
で
、総
代
会
議
長
に
中
野
地
区
選
出

総
代
の
小
林
清
治
さ
ん
を
選
出
し
て
議
事
が
行
わ
れ
、上
程

さ
れ
た
10
議
案
全
て
原
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

配
当
額
は
出
資
金
の
３
％
で
、配
当
に
あ
た
っ
て
は
賦
課

金
と
の
差
引
を
優
先
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

補欠選任された役員

理事　成
なりあいのりたか

合宣孝　（第6区 中野市豊田）

監事　小
こばやししげゆき

林茂幸　（木島平村・野沢温泉村）

任期は残任期間の平成29年通常総代会の日まで

平成26年度受託林産事業素材生産量第1位

団体の部
木島平村　様　　　　　　　　出材量4,509㎥

個人の部
山ノ内町　佐藤 卓造　様　　出材量　579㎥

退　任　役　員

前組合長　髙森壽實夫　様　H17.  5～H26.4
前理事　　山本　茂樹　様　H13.12～H26.4
前理事　　竹田　　勇　様　H17.  5～H26.4
前理事　　佐藤　卓造　様　H20.  5～H26.4
前理事　　小柗　莊平　様　H20.  5～H26.4
前理事　　髙野福一郎　様　H20.  5～H27.2
前監事　　鈴木　幸憲　様　H20.  5～H26.4
前監事　　日䑓　正博　様　H26.  4～H27.2

平 成 2 6 年 度 決 算 で は 、税 引 前 当 期 利 益 が
13,782千円となり、前期繰越金を含めた当期未処
分剰余金は31,600千円になりました。処分案では
出資配当が３％となりました。

第10号議案では役員の補欠選任が行われ、理事
1名、監事1名が選任されました。

なお、議事終了後に組合員と退任役員の表彰が
行われ、感謝状と金一封（組合員）、記念品（退任役
員）が贈られました。

（単位 千円）

事　業　総　利　益
収 益 418,049
費 用 304,000

事 業 総 利 益 114,049
事　業　管　理　費

人 件 費 65,834
旅 費 交 通 費 611
事 務 費 4,676
業 務 費 4,349
諸 税 負 担 金 7,023
施 設 費 22,330
雑 費 643

事　業　管　理　費　計 105,466
事　業　利　益 8,583
事　業　外　損　益 1,503
経　常　利　益 10,086
特　別　損　益 3,696
税　引　前　当　期　利　益 13,782
法　人　税　・　住　民　税 -1,394
当　期　剰　余　金 12,388
前　期　繰　越　剰　余　金 19,212
当　期　未　処　分　剰　余　金 31,600

損 益 計 算 書

※千円以下については四捨五入ですが、合計を合わせるために切捨、切上しております。

2



平
成
26
年
度
は
、前
年
度
末
と
、12
月
の
大
雪
の
影
響
に
よ
り
林
産
事
業
は
大
幅
な
減
収

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。こ
の
た
め
、春
先
の
降
雪
や
、12
月
か
ら
の
大
雪
で
は
、除
雪
事
業

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、５
月
か
ら
組
合
長
が
常
勤
と
な
り
、会
計
主
任
が
森
林
組
合
監
査
士
資
格
を
取
得

す
る
な
ど
し
、組
合
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
を
、よ
り
堅
固
な
も
の
と
し
３
ｒ
ｄ
ス
テ
ー

ジ
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る「
組
合
員
、地
域
の
信
頼
を
得
る
組
織
・
経
営
の
確
立
」に
向
け
て
大

き
く
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

木
材
生
産
は
国
有
林
で
１
，６
８
０
㎥
、県
行
造
林
で
４
７
０
㎥
、受
託
事
業
に
よ
る
民
有

林
の
主
伐
と
間
伐
で
は
１
３
，２
５
２
㎥
で
、全
体
で
は
１
５
，４
０
２
㎥
と
雪
に
よ
る
影
響
に

よ
り
計
画
対
比
76
％
と
な
り
ま
し
た
。収
益
面
で
は
販
売
部
門
で
６
，１
５
３
千
円（
計
画
対

比
48
％
）、森
林
整
備
部
門
で
２
９
，９
１
８
千
円（
計
画
対
比
77
％
）で
し
た
が
、除
雪
事
業
を

含
む
利
用
部
門
で
は
８
２
，３
２
３
千
円（
計
画
対
比

104
％
）と
増
加
し
税
引
前
当
期
利
益
は

１
３
，７
８
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

税
引
前
当
期
利
益
が
１
千
３
百
万
円

(単位 千円)

Ⅰ 当期未処分剰余金 31,600

Ⅱ 法定準備金戻入 146

Ⅱ 剰余金処分額

1. 法 定 準 備 金
（ 出 資 金 額 の 2 倍 ま で ）

2. 特 別 積 立 金
（ 損 失 補 填 積 立 金 ）

（ 除 雪 車 購 入 積 立 金 ） 10,000
3. 出 資 配 当 金
（ 出 資 金 の 3 ％ ） 2,778

Ⅲ 次期繰越剰余金 18,968

平成２６年度　剰余金処分案

出資配当は平成27年度賦課金と相殺が優
先となります。７月上旬に配当金計算書と賦
課金納付書を送付予定です。

科 目 金額 科 目 金額 科 目 金額 科 目 金額

資 産 の 部 負 債 の 部 純資産 の 部

流動資産 流動負債 出資金

現金 888 建物付属設備 334 受託販売預り金 85,760 払込済出資金 92,612

預金 405,862 一括償却資産 0 買掛金 665

売掛金 1,742 土地 34,631 未　 払 　金 38,444 剰余金

未収金 159,699 森林 0 未払法人税等 13,582 法定準備金 185,370

短期貸付金 2,000 有形固定資産合計 108,591 短期借入金 2,000 資本準備金 587

立替金 72,108 前受金 1,296 任意積立金 280,000

預託金 238  無形固定資産 事業前受金 0 当期未処分剰余金

差入保証金 0 水利権 350 預り金 44,031 当期剰余金 12,388

仮払金 824 ソフトウェア 9,445 未払費用 110 前期繰越剰余金 19,212

前渡金 8,620 無形固定資産合計 9,795 仮受金 0

貸倒引当金 ▲ 1,080 剰余金合計 497,557

有価証券 0 流動負債合計 185,888

たな卸資産 3,185  外部出資

その他 1,063 系統出資金 10,250 固定負債 純資産合計 590,169

流動資産合計 655,149 系統外出資金 1,135 農林漁業資金借入金 0

固定資産 外部出資合計 11,385 退職給付引当金 14,493

役員退任慰労給付引当金 208

 有形固定資産 固定資産合計 129,771

建物 47,011 固定負債合計 14,701

構築物 6,632 繰延資産合計 5,838

機械装置 19,109 負 債 合 計 200,589

車輌運搬具 363

工器具備品 511 　資 産 合 計 790,758 負債・純資産合計 790,758

貸　 借 　対　 照　 表  　　　平成27年2月28日現在　（単位　千円）(単位 千円)

金 額 備 考

6,167
賦課金，実費収入

37,576
販売品・林産品売上，手数料
物産センター運営収入　他

森 林 整 備 139,670
森林整備収入，森林請負収入、
治山工事収入　他

利 用 226,572
調査収入，利用料，利用事業収
入、受託利用事業収入，　他

福 利 厚 生 998
家賃収入
共済保険手数料

購 買 7,042
事業物資売上
生活物資売上

金 融 24
事業資金貸付利息
林業改善資金取扱手数料

販 売 部 門

部　門　別　損　益
平成27年2月28日現在

森

林

整

備

部

門

収 益

部 門

指 導 部 門

418,049

金 額 備 考

12,772
総代会経費，広報紙発行費，
支所人件費　他

31,423
販売品・林産品原価，
物産センター運営費　他

森 林 整 備 109,752
森林整備費，森林請負費、治山
工事費　他

利 用 144,249
調査費，利用施設維持費，利用
事業費、受託利用事業費，　他

福 利 厚 生 267
施設管理費

購 買 5,526
事業物資売上原価
生活物資売上原価

金 融 11
事業資金借入利息

304,000

5,721 千円
111,935 千円
159,040 千円受託森林整備取扱高

指 導 部 門

販 売 部 門

森

林

整

備

部

門

受託販売取扱高
受託林産取扱高

部 門

合 計

合 計

費 用
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森
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整
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平
成
27
年
度
事
業
計
画

３
ｒ
ｄ
ス
テ
ー
ジ
の
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

高性能林業機械 15 台の内訳等は組合ホームページをご覧ください。　　URL　http://www.jforest-kitashinshu.or.jp/kiban.html

　

平
成
27
年
度
の
取
扱
計
画
は
、
収
益
４
億
１

３
０
０
万
円
、
受
託
販
売

100
万
円
、
受
託
林
産

１
億
９
０
０
０
万
円
、
受
託
森
林
整
備
２
億
円

で
合
計
８
億
円
程
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
境
界
明
確
化
事
業
は
順
次
計
画
に

沿
っ
て
進
め
て
お
り
ま
す
。
組
合
全
域
を
カ

バ
ー
す
る
事
が
最
終
目
標
で
す
が
、
全
域
を
行

う
に
は
20
年
程
度
か
か
る
見
込
み
で
す
。
計
画

で
は
整
備
の
必
要
な
人
工
林
地
域
を
優
先
し

て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

高 性 能 林 業 機 械 の 配 備 完 了 し ま し た 。

平
成
27
年
度
は
森
林
組
合
活
動
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
・
３
ｒ
ｄ
ス
テ
ー

ジ
の
最
終
年
と
な
り
ま
す
。
目
標
達
成
の
た
め
木
材
生
産
を
重
点
に

取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

森
林
組
合
活
動
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
・
３
ｒ
ｄ
ス
テ
ー
ジ
お
よ
び
組
合

中
期
計
画
の
木
材
増
産
と
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
た
め
、
高
性
能
林
業

機
械
の
配
備
、
森
林
作
業
道
の
整
備
な
ど
基
盤
整
備
を
進
め
、
集
約

化
に
よ
る
受
託
林
産
事
業
を
主
体
と
し
た
、
安
定
し
た
組
合
経
営
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

木
材
販
売
で
は
、
地
域
の
製
材
工
場
、
県
外
の
大
規
模
需
要
者
、

そ
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
や
オ
ガ
粉
原
料
な
ど
新
た
な
地
域
の
需
要

先
へ
の
販
売
を
進
め
、
組
合
員
へ
よ
り
多
く
の
還
元
が
で
き
る
よ
う

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　21 世紀ビジョン・3ｒｄステージで目標としていた高性能林業機械の配備が、3
月に 3 台配備され完了しました。
　これによりスイングヤーダ 5 台、フォワーダ 5 台、プロセッサ・ハーベスタ 5
台の 15 台体制ができました。

(単位 千円) (単位 千円)

金 額 備 考 金 額 備 考

6,000
賦課金，実費収入　他

10,600
総代会経費，支所人件費、広報
発行費　他

45,280
林産立木売上
物産センター運営収入　他 31,500

林産立木購入費，
物産センター運営経費　他

森 林 整 備 153,000
森林整備収入，森林請負収入、
治山工事収入　他 森 林 整 備 115,000

森林整備費，森林請負費、治山
工事費　他

利 用 200,050
調査収入，利用料，利用事業収
入、受託利用事業収入，　他 利 用 126,000

調査費，利用施設維持費，利用
事業費、受託利用事業費，　他

福 利 厚 生 1,468
家賃収入
共済保険手数料 福 利 厚 生 500

施設管理費

指 導 部 門

販 売 部 門

森

林

整

備

平成２７年度部門別損益計画

部 門

森

林

整

備

収 益 費 用

部 門

指 導 部 門

販 売 部 門

購 買 7,410
事業物資売上
生活物資売上 購 買 5,750

事業物資売上原価
生活物資売上原価

金 融 37
事業資金貸付利息
林業改善資金取扱手数料 金 融 10

事業資金借入利息

413,245 289,360

1,000

190,000

200,000

備

部

門

備

部

門

受託販売取扱高

受託林産取扱高

受託森林整備取扱高

合 計合 計

（単位 千円）

事 業 総 利 益
収 益 413,245
費 用 289,360

事 業 総 利 益 123,885
事 業 管 理 費 121,704

事 業 利 益 2,181
事 業 外 損 益 -500

経 常 利 益 1,681
特　別　損　益 0

税 引 前 当 期 純 利 益 1,681
法 人 税 ・ 住 民 税 -749
当 期 剰 余 金 932
前 期 繰 越 剰 余 金 18,968
当 期 未 処 分 剰 余 金 19,900

平 成 27 年 度 損 益 計 画

今回導入した機械

フォワーダ
　イワフジ　Ｕ-5ＣＧ
スイングヤーダ
　キャタピラー 312E9 × 9C212
ハーベスタ
　コマツ PC138ｕｓ-10
　イワフジ　Gｐｉ-40TCスイングヤーダハーベスタ

フォワーダ
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今井林野庁長官が当組合を視察されました！
これまでの境界明確化と集約化の取組みが全国的な評価を受けています。

当組合の取組みを説明しました。たいへん好評をいただきました。

４
月
17
日
、
林
野
庁
の
今
井
長
官
が
当
組
合
を

視
察
さ
れ
ま
し
た
。
桂
川
中
部
森
林
管
理
局
長

の
案
内
で
、
関
係
者
を
伴
っ
て
長
野
駅
か
ら
エ
ム

ウ
ェ
ー
ブ
、
飯
山
駅
を
見
学
し
た
後
に
、
組
合
本
所

（
創
森
館
）
に
見
え
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
組
合
長
と
組
合
職
員
、
ま
た
長
野
県
林

務
部
か
ら
市
村
信
州
の
木
活
用
課
長
ほ
か
関
係
職

員
が
出
迎
え
ま
し
た
。

今
井
長
官
は
当
組
合
が
行
っ
て
い
る
、
森
林
境
界

明
確
化
と
施
業
集
約
化
に
つ
い
て
視
察
を
さ
れ
ま

し
た
。
長
官
は
農
林
水
産
省
経
営
局
で
農
業
の
集

約
化
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
方
で
、
林
業
分
野
で

の
集
約
化
施
業
に
つ
い
て
た
い
へ
ん
関
心
を
持
っ
て

お
ら
れ
、
今
回
、
全
国
で
も
先
進
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
、
当
組
合
の
取
り
組
み
を
視
察
さ
れ
ま
し

た
。

３
月
14
日
に
北
陸
新
幹
線
が
金
沢
ま
で
延
伸
し
、

新
た
な
飯
山
駅
が
開
業
し
ま
し
た
。

こ
の
飯
山
駅
建
設
に
際
し
て
は
、
地
域
材
が
ふ
ん

だ
ん
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
当
組
合
で
も
駅
建
設
に

合
わ
せ
て
、
飯
山
市
行
造
林
地
で
間
伐
を
実
施
し
カ

ラ
マ
ツ
間
伐
材
を
出
荷
し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
水
若

杉
会
な
ど
に
よ
る
ス
ギ
間
伐
材
で
の
駅
構
内
の
木
質

化
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

飯
山
市
行
造
林
地
（
蓮
区
有
林
）
で
平
成
24
年
に
搬

出
間
伐
を
行
い
間
伐
材
を
駅
建
設
に
向
け
て
出
荷
し
ま

し
た
。

み
な
さ
ん
も
、ぜ
ひ
地
域
の
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
飯
山
駅
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

新
幹
線
飯
山
駅
が
開
業
し
ま
し
た
。

今井長官　　　組合長　　　桂川局長
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平
成
25
年
北
信
州
植
樹
祭
会
場
と
な
っ
た
壁
田
城
山
の
植
栽
地
で
雪
起
し
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
暮
れ
か
ら
の
大
雪
で
倒
木
が
多
く
発
生
し
て
し
ま
い
、
当

組
合
職
員
と
北
信
地
方
事
務
所
林
務
課
職
員
が
協
働
で
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

組
合
で
は
総
務
課
女
性
職
員
も
作
業
に
加
わ
り
、
初
め
て
の
林
業
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
１
時
間
半
ほ
ど
の
作
業
で
し
た
が
、
た
い
へ
ん
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま

し
た
。

布
施
谷
接
骨
院
さ
ん
の
新

築
工
事
で
山
ノ
内
町
佐
野
産
の

ス
ギ
材
を
使
用
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

内
部
に
は
赤
身
の

美
し
い
ス
ギ
板
が
張
ら
れ
、
治

療
さ
れ
る
方
の
癒
し
の
空
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

佐
野
の
ス
ギ
は
、
江
戸
時

代
に
佐
久
間
象
山
が
造
林
し

た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
、

北
信
州
地
域
で
最
も
優
良
な

材
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
治
療
に
訪

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

当
組
合
の
会
計
主
任
兼
会
計
係
長
の
丸
山
久
美
子
さ
ん
が
、
昨
年
12
月
に
東
京
の
コ
ー
プ

ビ
ル
で
全
国
森
林
組
合
連
合
会
が
実
施
し
た
、
森
林
組
合
監
査
士
試
験
に
み
ご
と
合
格
し
ま

し
た
。

試
験
は
会
計
学
・
監
査
理
論
・
森
林
組
合
監
査
実
務
・
法
規
・
協
同
組
合
論
・
森
林
組
合
論
・

簿
記
の
７
科
目
に
つ
い
て
２
日
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
３
回
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
し
た

が
、
会
計
が
専
門
の
丸
山
さ
ん
は
専
門
外
の
森
林
組
合
論
な
ど
を
克
服
し
て
合
格
と
な
り
ま

し
た
。

本
来
、
県
森
林
組
合
連
合
会
職
員
が
取
得
す
べ
き
資
格
で
す
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
も
、
た

い
へ
ん
難
関
な
資
格
で
あ
り
、
３
回
目
で
合
格
と
は
す
ば
ら
し
い
と
の
こ
と
で
す
。

当
組
合
で
平
成
23
年
４
月
に
制
定
し
ま
し
た
森
林
組
合
活
動
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
３
ｒ
ｄ
ス

テ
ー
ジ
で
来
年
度
中
の
達
成
を
目
指
し
て
い
た
も
の
で
、
当
組
合
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体

制
が
よ
り
一
層
強
固
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
今
回
の
資
格
取
得
に
よ
り
、
３
ｒ
ｄ
ス
テ
ー
ジ
で

の
、
人
的
、
設
備
的
な
面
で
は
、
ほ
ぼ
達
成
の
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

中
野
市
の
布
施
谷
接
骨
院
が
新
装
開
業

佐
野
ス
ギ
材
で
癒
し
の
空
間
を
演
出

雪
起
し
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

当
組
合
と
北
信
地
方
事
務
所
林
務
課
で
行
い
ま
し
た
。

丸山さんが森林組合監査士試験合格！
ー県下では女性の合格は16年ぶりです。ー
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５
月
３
日
、
４
日
、
５
日
の
３
日
間
、
野
沢
温
泉
村
の
村
の
駅
「
ね
ん
り
ん
」

で
恒
例
の
子
供
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
わ
た
菓
子
、
た
こ
焼
き
、

や
き
と
り
な
ど
の
屋
台
の
ほ
か
、
地
元
の
物
産
品
の
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

昨
年
12
月
か
ら
大
雪
が
続
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
り
遊
び
用
に
貯
め
て
お
い

た
雪
山
も
大
き
く
、
子
供
た
ち
が
、
そ
り
遊
び
を
た
い
へ
ん
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。３

日
間
多
く
の
皆
様
に
来
て
い
た
だ
き
、
た
い
へ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
年
も
季
節
に
合
わ
せ
て
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
多
く

の
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
本
所
、
利
用
事
業
室
、
支
所
の
事

務
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

総
務
課
長　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　
　

忠

会
計
主
任
・
会
計
係
長　
　
　

丸
山
久
美
子

主
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
藤　

香
子

書
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
田　

未
来

総
務
係
長　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

和
江

主
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
井　

和
恵

組
合
員
関
係

飯
山
支
所
担
当　
　
　
　
　
　

小
出　

幸
子

山
ノ
内
支
所
担
当　
　
　
　
　

牧　
　

里
佳

木
島
平
支
所
担
当　
　
　
　
　

竹
内　

由
美

野
沢
温
泉
支
所
担
当　
　
　
　

関
口　

和
子

※
中
野
・
豊
田
の
組
合
員
関
係
事
務
は

総
務
係
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

業
務
課
長
代
理　
　
　
　
　
　

堀
澤　

正
彦

業
務
係
長　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　
　

優

中
野
市
担
当

主
任　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
都　
　

寛

集
約
化
補
助
員　
　
　
　
　
　

高
柳　

秀
行

山
ノ
内
町
担
当

主
任　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾
淵　

義
輝

主
任　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山　

尚
士

集
約
化
補
助
員　
　
　
　
　
　

川
久
保　

純

集
約
化
補
助
員　
　
　
　
　
　

清
水
謙
士
郎

木
島
平
村
担
当

技
師　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関　
　

真
一

森
林
施
業
技
術
員　
　
　
　
　

宮
崎　

則
明

野
沢
温
泉
村
担
当

技
師　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　
　

透

飯
山
市
担
当

技
師　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
山　

幸
裕

機
関
造
林
担
当

主
任　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
田　

昌
美

森
林
施
業
技
術
員　
　
　
　
　

長
澤　

正
也

業
務
課
庶
務
担
当　
　
　
　
　

中
沢
千
恵
子

担
当　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

洋
一

庶
務
・
会
計
担
当　
　
　
　
　

山
口
小
百
合

好
天
に
恵
ま
れ
、雪
山
の
そ
り
遊
び
で
に
ぎ
わ
う

現
在
の
組
合
職
員
配
置
で
す
。

総
務
課

業
務
課

会
計
係

総
務
係

利
用
事
業
室

利
用
事
業
室
長

ね
ん
り
ん
支
配
人　
　
　
　
　

滝
沢　

良
一

村の駅ねんりんで「こどもまつり」開催しました！

イベント予定
山菜まつり
6 月２１日

＊朝採りタケノコ有り

夏まつり
8 月 14・15 日

＊やきとり、焼きモロコシ等

秋の収穫祭
10 月 1８日

＊なめこ汁、季節農林産物等

ねんりん感謝祭
11 月 2２日

＊野沢温泉産野沢菜販売ほか

よろしくお願いします
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平
成
28
年
春
に
長
野
県
で
全
国
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
組
合
で
は
全
国

植
樹
祭
を
応
援
す
る
た
め
、
昨
年
度
に
資
金
協
賛
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
植
樹
祭
で
植
栽
さ
れ
る
苗
木
を
預
っ
て
育
て
る
『
苗
木
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
』
を
６
月
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

全
国
植
樹
祭
の
式
典
会
場
は
エ
ム
ウ
ェ
ー
ブ
で
、
式
典
へ
の
一
般
参
加
は
今
年
秋

頃
に
参
加
募
集
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
記
念
植
樹
会
場
は
県
下
４
ヵ
所

に
設
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
、
県
民
植
樹
会
場
が
設
置
さ
れ
、
管
内
で
は
飯
山
市

に
会
場
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

全
国
植
樹
祭
関
連
行
事
の
全
国
林
業
後
継
者
大
会
が
、
全
国
植
樹
祭
前
日
に
飯

山
市
の
『
飯
山
市
文
化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら
』
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
全
国
の
林
業
後
継
者
が
一
堂
に
会
し
、
森
林
を
育
む
担
い
手
と

し
て
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
、
健
全
な
森
林
を
持
続
的
に
育
成
す

る
こ
と
に
よ
り
、
豊
か
な
社
会
を
築
く
こ
と
を

全
国
へ
発
信
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
組
合
の
全
国
的
な
先
進
事
例
に
つ
い
て
取

り
上
げ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
組
合
員
等
に
も
参
加
募
集
を
行
う

予
定
で
す
。

ま
た
、
会
場

で
の
出
展
計

画
も
あ
り
ま

す
の
で
、
詳

細
が
決
定
し

ま
し
た
ら
お

知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

第
67
回
全
国
植
樹
祭
が
平
成
28
年
に
長
野
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
組
合
は
全
国
植
樹
祭
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

組
合
で
は
資
金
協
賛
と
苗
木
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

第
45
回
全
国
林
業
後
継
者
大
会
が
飯
山
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。飯山市文化交流館なちゅら

全国植樹祭だよりから転載
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内
山
々
共
有
林
組
合
は
、
木
島
平
村
北
部
に
位
置
し
、
北

は
飯
山
市
瑞
穂
、
東
は
木
島
平
村
往
郷
に
境
を
接
し
て
い
る

約
100
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
の
山
林
で
す
。
明
治
40
年
、
信
濃
国

下
高
井
郡
穂
高
村
大
字
内
山
々
国
有
林
を
購
入
し
、
信
濃
国

下
高
井
郡
木
島
村
大
字
下
木
島
組
、
天
神
堂
組
、
坂
井
組
、

信
濃
国
下
高
井
郡
穂
高
村
大
字
中
村
組
、
内
山
組
に
よ
り
登

記
さ
れ
ま
し
た
。

大
正
7
年
9
月
11
日
、
地
権
者
数

356
名
、

356
分
の
1
の
持

分
と
し
て
組
合
登
記
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
9
年
内
山
々
施
業
土
工
森
林
組
合
、
昭
和
59
年
に
内

山
々
共
有
林
組
合
と
名
義
を
変
更
し
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

明
治
、
大
正
、
昭
和
中
期
ま
で
、
生
活
を
中
心
と
し
た
マ

キ
、
ボ
ヤ
、
革
な
ど
な
く
て
は
な
ら
な
い
貴
重
な
山
の
資
源

の
調
達
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
内
山
々
共
有
林
組
合
下
流
に
あ
る
名
水
百
選
に
も

選
ば
れ
た
「
龍
興
寺
清
水
」
を
育
む
源
と
し
て
、
豊
か
な
清

水
を
作
り
出
し
、
多
く
の
方
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
平
成
25
年
に
当
組
合
と
森
林
管
理
委
託
契
約

を
締
結
し
、
平
成
25
年
度
・
平
成
26
年
度
の
2
年
間
で
林
業

再
生
総
合
対
策
事
業
境
界
明
確
化
に
よ
り
民
有
林
と
の
境
界

を
107
ヘ
ク
タ
ー
ル
確
定
し
平
成
27
年
度
よ
り
搬
出
間
伐
を
初

め
と
す
る
森
林
整
備
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

地
域
山
林
の
紹
介
③

内
山
々
共
有
林
組
合︵
木
島
平
村
︶

歴

　史

親
し
み
の
山
林

※参考資料　内山々共有林組合創立 100 周年記念誌

北西　飯山市との境にある
城跡と三角点のようす

名水
龍興寺清水
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本所・（中野・豊田担当）〒 383-0061　中野市大字壁田 938 番地 1
　　　　　　　　　　　　TEL 0269-38-0371( 代 )    FAX 0269-23-5350
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編集後記
今年も年 3 回の発行を計画しております。昨
年から某森林組合が世間を騒がせていますが、
当組合では組合の見える化に努めており、広報
紙とホームページにより、透明性のある発信をし
ております。
また、ローカル紙などにも情報提供をして、多
くの皆様に組合情報を発信しております。
今年もより良い広報誌としてまいりますので、

よろしくお願いいたします。

長
野
市
に
あ
る
小
林
多
男
商
店
で
は
、
笹
の
葉
や
ク
ル
ミ
な
ど

の
天
産
物
を
専
門
に
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
笹
の
葉
な
ど
は
、
青

森
県
な
ど
か
ら
取
り
寄
せ
な
ど
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

今
回
、
組
合
員
の
中
で
笹
の
葉
を
採
取
し
て
い
た
だ
け
る
人
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

採
取
の
仕
方
は
、
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、
新
葉
だ
け
を
摘

ん
で
50
枚
を
一
束
と
し
て
輪
ゴ
ム
で
束
ね
て
出
荷
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
良
い
そ
う
で
す
。
青
森
県
で
は
１
人
で
１
日
１
０
，
０
０
０

枚
も
摘
む
方
も
い
る
そ
う
で
す
。

今
回
、
皆
さ
ん
か
ら
の
買
取
価
格
を
、
小
林
多
男
商
店
と
50
枚

一
束

100
円
（
手
取
り
金
額
）
で
約
束
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

出
荷
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
組
合
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

笹
の
葉
の
買
取
り
に
つ
い
て

小
林
多
男
商
店
と
仲
介
し
ま
す
。

総代会で利用料と手数料の改正が決定されました。
―林産手数料と販売手数料の以下が削除されました。 5月 1日から適用になりました。―

１．利用料

利用料（改定後）
1日　　20,000円
1日　　 5,000円
1日　　20,000円
1日　　15,000円
1日　　 8,000円
1日　　 5,000円
1日　　 3,500円
1日　　 2,500円

下刈 1日　　 1,000円
その他 1日　　 5,000円

1日　　 3,500円
1日　　 5,000円

1.5ｔ 1日　　 3,000円
0.75ｔ 1日　　 2,000円

 3,500円/h
 4,500円/h
1日　　36,000円
1日　　30,000円
1日　　20,000円
1日　　30,000円
1日　　 7,000円
1ha 　　45,000円
1ha 　  20,000円
作業内容等勘案の上決定

２．手数料

キャタトラ

種　　　　　目
トラック（クレーン付４ｔ）
軽トラック
トラクター（Ｄ２）
ミニホイールローダ

フォワーダ

運　搬　機
チェンソー
刈　払　機

防蜂空調服

人員輸送車
薪割り機

チルホール

バックホー（0.18ｍ３）
バックホー（0.25ｍ３）
プロセッサ
スイングヤーダ

ブラッシュチッパ
チッパーシュレッダー

測量
境界確認含む
補助金申請

その他

種　　目
造林事業

林産事業

販売事業 ただし販売材積1㎥あたり価格8,000円以下のも
のについては1㎥あたり400円とする。

手数料（改定後）
総経費の15％
売上額の　5％

ただし販売材積1㎥あたり価格8,000円以下のも
のについては1㎥あたり400円とする。

売上額の　5％

購買事業
森林造成補助金取扱

農林漁業資金取扱
調　　査

諸手続等

売上額の35％
補助金額の10％

貸付金の5％
実費とする
実費とする

１．利用料

利用料（改定後）
1日　　20,000円
1日　　 5,000円
1日　　20,000円
1日　　15,000円
1日　　 8,000円
1日　　 5,000円
1日　　 3,500円
1日　　 2,500円

下刈 1日　　 1,000円
その他 1日　　 5,000円

1日　　 3,500円
1日　　 5,000円

1.5ｔ 1日　　 3,000円
0.75ｔ 1日　　 2,000円

 3,500円/h
 4,500円/h
1日　　36,000円
1日　　30,000円
1日　　20,000円
1日　　30,000円
1日　　 7,000円
1ha 　　45,000円
1ha 　  20,000円
作業内容等勘案の上決定

２．手数料

キャタトラ

種　　　　　目
トラック（クレーン付４ｔ）
軽トラック
トラクター（Ｄ２）
ミニホイールローダ

フォワーダ

運　搬　機
チェンソー
刈　払　機

防蜂空調服

人員輸送車
薪割り機

チルホール

バックホー（0.18ｍ３）
バックホー（0.25ｍ３）
プロセッサ
スイングヤーダ

ブラッシュチッパ
チッパーシュレッダー

測量
境界確認含む
補助金申請

その他

種　　目
造林事業

林産事業

販売事業 ただし販売材積1㎥あたり価格8,000円以下のも
のについては1㎥あたり400円とする。

手数料（改定後）
総経費の15％
売上額の　5％

ただし販売材積1㎥あたり価格8,000円以下のも
のについては1㎥あたり400円とする。

売上額の　5％

購買事業
森林造成補助金取扱

農林漁業資金取扱
調　　査

諸手続等

売上額の35％
補助金額の10％

貸付金の5％
実費とする
実費とする

定款第 22 条第 2 項の規定による、この組

合が行う事業（受託事業）で使用する際の

手数料です。

金額および数値の変更はありません。

○○円以下、○○％以下という規定でした

が今回の改正で以下が削除されました。




